
 

【給食の和食化】 

南房総市では既に 2011 年から給食を完全米飯に。和食を中心とした給食を応援する料理人

の活動も。 

 

【農業体験は誰が受け⼊れるか】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：⽂部科学省「令和 5 年度学校基本統計(学校基本調査の結果) 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林⽔産省「農業センサス」「農業構造動態調査」より作成 

  

大津委員 提出資料 



 

  

⼩学⽣数（R5）6,049,685 人、 中学⽣数（R5）3,177,508 人  合計 9,227,193 人（約 900 万人）

 農業従事者数は 116.4 万人（2023 年）で、基幹的農業従事者のうち 65 歳以上は全体の約 5 割  

9,227,193÷1,164,000＝約 7.9 人/人  

１クラス３０人として 1/4 の 65 歳以上農業者がやれば良い計算  

 

【⼤学編】  

⼥性農業者の団体（NPO 法人⽥舎のヒロインズ）による⼤学等への出前授業  

→農学部のない⼤学（慶應⼤学）での「農業環境論」開設  

 

2021 年  

（地球環境基⾦）  

20 回  慶応⼤学 SFC ⼀ノ瀬研究室、⽴命館⼤学秋吉ゼミ、熊本県⽴⼤学、

福井県⽴⼤学、福井⼤学国際地域学部、早稲⽥⼤学、実践⼥⼦⼤学

「地域食料論演習」（主にオンライン）  

2022 年  

（地球環境基⾦）  

35 回  ⽴命館⼤学、名古屋⼤学、慶應⼤学、熊本県⽴⼤学（7 回）、東京農

業 

⼤学（１２回）、熊本⼤学（４回）、⼀橋⼤学、早稲⽥⼤学、お茶の⽔ 

⼥⼦⼤学附属中学校  

2023 年  

（⼤学側の予算）  

12 回  東京農業⼤学（７回）、⼀橋⼤学、上智⼤学、慶應⼤学、熊本⼤学

（２回）  

  

  

  



 

 

（左：コロナ禍、右：022 年以降）  

慶應義塾⼤学湘南藤沢キャンパスに誕⽣した「農業環境論」（2024 年 9 ⽉開講）        

 

 講義概要 

  

人間を含む⽣物は⽣きていくために食べなければならず、安定的に食べるものを確保する

ために、人間は農耕を始め、そこから⽂明を発達させてきた。しかし発達の結果として分

業が進み、昨今では⽇々の暮らしと農業が分断されている状況にあり、⽣命を⽀える根底



 

に農業があることを認識する機会が少なくなっている。多くの国⺠は、農業の実態だけで

なく、農業が営まれていることによって形成されてきた環境や社会や⽂化について知る機

会がほとんどない。本講座では、持続可能な社会における農業の存在意義・多⾯的機能な

どを、５つのキーワード（環境、教育、観光・インバウンド、福祉・ウェルビーイング、

エネルギー）から、九州・阿蘇と藤沢市で農業を営む２人の卒業⽣と⼀緒に考察してい

く。食料⽣産にとどまらない農業の幅広い役割を深掘りすることで、持続可能な未来の設

計について考える。  

主題と⽬標  

慶應義塾⼤学湘南藤沢キャンパス(SFC)は、藤沢市北部の都市郊外、農村地域に位置して

いるが、総合政策学部・環境情報学部・政策・メディア研究科にはこれまで「農業」を直

接的に扱った授業は存在していなかった。農業⽣産の GDP に占める割合は約 1％とされ、

農業が⽇本経済に対して直接的に及ぼす影響は⼩さくなっている。しかし、人間活動の歴

史が⻑い⽇本列島においては、農業（⼀次産業である林業、⽔産業も含め）が国⼟の維持

に⼤きな役割を果たしてきており、地球環境問題が人類共通の課題となる中で、その役割

はますます⼤きくなりつつある。加えて、これまでの産業としての農業に留まらず、「農」

がもたらす、様々な機能（観光や教育など）が注⽬されるようになってきている。学⽣た

ちが SFC の周辺地域を理解し、農業の課題に取り組み、その可能性を活かすために、そし

て不確実な時代に⽣きるすべを考えるきっかけとして、本講義を⾏っていく。  

 

【⾼校編】  

甲⼦園は⾼校の部活動でありながら、全試合が全国放送される唯⼀の競技。2019 年には JA 全

農が協賛し、各都道府県の農産物などをアピールする CM を流した。 

 農業⾼校は「農業者のタネ」を育成する重要な教育機関であるにも関わらず、⽣徒数が減

っている。  

野球の名監督を招聘することで、「心⾝ともに健康な中学⽣たち」が農業⾼校を⽬指すので

は？  

卒業後に野球を辞めたとしても、農業のことを学んだ⼦たちの数が増えれば、就農障壁が

下がるのでは？  

  


